
下稲吉中学校の給食室整備について 

 

１ 整備の方向性 

・給食室の整備は、自校方式の方針を堅持しつつ、近時の建築資材等の高騰も十分考慮し、下記の案に

より比較検討を行った上で、『案 1：改修+増築』の方向で事業を進めるべく、一般競争入札により設

計の発注を行いました。 

◇工事内容の比較検討案 

案１：改修＋増築 

概 要：既存の給食室を改修しつつ、不足する部分を増築する。 

面 積：144㎡・増築 36㎡・合計 180㎡ 

費 用：工事費 約 3.2億円、設計費 13百万円、備品 76百万円 

案２：増築 

概 要：既存給食室を残置し、新築する。 

面 積：新築 180㎡ 

費 用：工事費 約 4.2億円、設計費 22百万円、備品 76百万円 

参考：R5.2.24全員協議会報告案※物価上昇未考慮 

概 要：既存給食室の解体を行い新築する。 

面 積：新築・約 750㎡ 

費 用：工事費 7.5億円、設計費 21百万円、備品 76百万円 

 

２ 工事期間における給食提供方法について 

 ・既存給食施設の改修工事期間中の給食（約 600食）の提供については、下記の案から比較検討を行

い、保護者の負担、給食の質等の観点から『案１:ケータリング』による対応を検討しています。 

 ◇給食提供方式の比較 

  案１：ケータリング 

   概   要：市内の他学校の余裕調理数を確保し、調理・輸送の上、給食を提供。 

   メ リ ッ ト：保護者負担がかからず、温かい給食が公平に食べられる。 

   デメリット：ケータリング用備品の調達が必要、給食委託業者、輸送業者との調整連携が必要。 

   費   用：調理委託 4,700万円、輸送・備品 3,900万円 合計 8,600万円 

  案２：弁当委託 

   概 要：事業者に一括発注し、弁当形式により給食を提供。 

   メ リ ッ ト：保護者負担がかからない。 

   デメリット：給食費に対しての質（冷めた給食） 

   費 用：9,600万円 

 

３．今後のスケジュール（案） 

計画 
令和 ７ 年度 令和 ８ 年度 令和 ９ 年度 

10～12月 1～3月 4～6月 7～9月 10～12月 1～3 月 4～6月 7～9月 

設 計                         

備品 A ※                         

工 事                         

備品 B ※                         

運 営                         

※備品 Aはケータリング用備品(配食用ｺﾝﾃﾅ等)、備品 Bは調理場備品(新調理器具への入替)となります。 

※〇数字は月を表示しています。（例）⑩＝10月 

かすみがうら市議会 文教厚生委員会資料 

令和 7年 11月 6日 教育委員会事務局 学校教育課 

発注⑩          完了③ 

発注①            納品⑦ 補正⑫ 

発注④～⑥             着工⑧                              完了⑦ 

発注④～⑥                          納品・設置完了⑦             

既設施設（自校）調理 夏休み ⑨ ～ケータリング（他校調理・輸送）～ ⑦ 再開⑨ 
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